
（1）　ふくしま市議会だより　令和７年５月１日発行

VOL.225 令和７年５月１日発行

ふくしま
市 議 会
だ よ り

写真について
　①開場式の様子
　②音声認識システム
　③複合棟と連絡通路
　④電子採決システム

主な掲載内容

・開場式議長挨拶………… P２
・定例会議の概要………… P２
・常任委員会の審査結果… P３
・代表質問………… P４～ P５
・一般質問………… P６～ P８
・議案等の審議結果… P８～ P９
・トピックス……………… P10

令和７年３月定例会議
　新議場で議会がスタート

①

②

③

④



ふくしま市議会だより　令和７年５月１日発行　（2）

　東日本大震災などの度重なる工期延伸により市
民の皆様に多大なるご心配とご迷惑をおかけして
いる庁舎整備ですが、昨年末に議会機能を含む複
合棟が完成し、新しい議場での初の市議会が開催
されます。その記念すべき日に議員として立ち会
えることは大変光栄であり身の引き締まる思いで
す。
　これまでの仮の議場は、市役所の旧庁舎の建て
替えに併せて議会棟が整備されるまでの短い期間
を見越し、庁舎棟７階に整備されましたが、未曽
有の災害の発生により14年の長きにわたり使用
し、多くの議論がなされてまいりました。
　舞台を移し新たな議場に命を吹き込むべく執行

機関と虚
きょしんたんかい

心坦懐に議論を重ね、27万市民が安心
して暮らせるよりよい福島を共につくり上げてい
く覚悟です。
　また、新しくなった議場に合わせ、議会運営の
あり方も時代の要請に合わせて変化していくこと
が大切です。新議場が市民にとって実り多き議論
の場となり、永らく市民に愛される場となること
を心から願い、挨拶といたします。

　２月４日に緊急会議を開催し、令和６年度一般
会計補正予算などの議案３件を審査し、提出され
た議案はすべて可決または承認されました。

【概要】
　物価高騰対策「福島市くらしにエール事業」とし
て、国・県の事業を活用しながら、住民税非課税
世帯とそれ以外の世帯それぞれに市民生活を支援
するもの。住民税非課税世帯に対しては、１世帯

当たり３万円、加算分として児童１人当たり２万
円の生活支援特別給付金に加え、市上乗せ分とし
て１世帯当たり６千円を加算して給付を行うもの。
　当該給付金の対象とならない世帯の世帯員に対
しては、８千円で購入できる２千円分のプレミア
ム付きクーポン事業を実施し、同じく物価高騰下
での生活の支援と地域経済の下支えを図り、加え
て、中小企業の省エネルギー設備導入や子ども食
堂の米調達を支援するほか、安全・安心なまちづ
くりを推進するため、道路改良事業等の公共事業
を令和７年度から前倒して実施するほか、公衆浴
場事業の見直しに伴う関係条例の整備に関する条
例の一部を改正する条例制定の件の専決処分につ
いて承認されました。

議場の開場にあたって新

　令和７年３月市議会定例会議は、３月３日から
26日までの24日間にわたり開催されました。
　定例会議初日に、令和７年度一般会計予算など
議案46件及び報告１件が市長から提出され、こ
のうち２件については、同日に採決を行い、原案

のとおり可決しました。
　７日から３日間にわたり行われた代表質問には
会派を代表した５人の議員が登壇、11日から４
日間にわたり行われた一般質問には14人の議員
が登壇し、市政の諸課題に関する質問がなされま
した。14日には、令和７年度予算に関する議案
を審査するため、予算特別委員会を設置しました。
最終日の26日には、追加議案が６件提出された
ほか各委員長報告、討論、採決が行われ、提出さ
れた議案についてはいずれも原案のとおり可決ま
たは同意されました。

令和７年度予算など
52件可決

定例
会議

総合経済対策など
３件可決

緊急
会議

～議長あいさつ～

～３月定例会議の概要～

～２月４日緊急会議～
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　民間企業などとの連携を幅広く受け付ける
「公民こねくと」に関して、首都圏企業や若手創
業者との交流・連携の拡大に資するため、都内
のシェアオフィスに「ふくしま Tokyo HUB」を
開設し、さらなる事業創出を図る。

（主な質疑と答弁）
問：開設の目的は。
答： 霞が関のシェアオフィスに職員１名を配置

し、常駐の強みを生かして企業との継続的
な繋がりを育み、さらなる事業創出とシ
ティプロモーションやロケ誘致などの活動
拠点となりうる場所としたい。

　令和８年４月から６月に開催される「ふくし
まDC」の本番に向け、首都圏などへの観光プ
ロモーション等を実施する。

（主な質疑と答弁）
問： ふくしまDC開催に伴う観光誘客に係る経

費の内容について。
答： 令和７年度は、主に以下の３つを予定して

いる。
　　① 令和８年度の本番DCに向けた県外での

観光キャラバンに係る旅費等。
　　②福島県DC実行委員会への事業負担金。
　　③ 福島市を楽しんでいただくためのツール

として、福島駅前の居酒屋に特化したパ
ンフレットの製作費。

　レベル３避難所となる学校体育館へエアコン
を導入する。令和７年度は小学校８校、中学校
２校へ整備する。

（主な質疑と答弁）
問： 今回導入するエアコンの機種と金額、今後

の市内学校への整備方針について。
答： 大型の送風機がついたスポットエアコンと

いう機種の導入について検討を進めている。
小学校は１校あたり4,000万円から5,000
万円、中学校は１校あたり5,500万円から
6,000万円を費用として見込む。４年程
度の期間で、全ての学校体育館へエアコン
を整備したいと考えている。

　公共の利益を守る観点から、太陽光・風力発
電施設それぞれの設置禁止区域を設定するとと
もに、設置禁止区域以外では許可制を導入し、
許可事業者の適切な管理を義務化するなど、再
生可能エネルギー発電施設の適切な設置及び管
理等を規定する。 

（主な質疑と答弁）
問： 本条例を他市と比較した場合の特徴につい

て。
答： 禁止・抑制区域を設定している他自治体と

比べ規制の強い条例であると考える。本条
例の施行により、先達山のような景観悪化
を招くことがないよう山間部を守りつつ、
再エネ発電施設の適切な設置及び管理等を
図り、ゼロカーボンを推進していく。

公民連携推進事業
（「ふくしま Tokyo HUB」開設）

ふくしまデスティネーション
キャンペーン（DC）事業

学校体育館10校への
エアコン導入

福島市再生可能エネルギー
発電施設の適切な設置及び
管理に関する条例制定の件

PICK UP 各常任委員会および各分科会に付託された議案審査並びに予算審
査の主な内容を紹介します。

総務

経済
民生

文教
福祉

建設
水道
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Ｑ　

福
島
駅
東
口
再
開
発
完
成
を
見
据
え
た

国
内
外
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
の
中
長
期
的
な
シ

テ
ィ
セ
ー
ル
ス
強
化
策
は
。

Ａ　
商
談
会
へ
の
出
展
、
大
学
や
関
係
機
関

へ
の
個
別
訪
問
を
積
極
的
に
行
い
、
本
市
で

開
催
さ
れ
た
大
会
・
学
会
は
、
令
和
５
年
度

２４
件
、
令
和
６
年
度
は
現
時
点
で
３０
件
を
超

え
て
お
り
、
成
果
が
見
え
始
め
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
は
、
バ
ン
ケ
ッ
ト
会
場
の
不

足
に
よ
り
、
逸
失
し
て
い
る
大
会
や
学
会
の

対
応
策
と
し
て
、
会
場
へ
の
バ
ス
移
動
に
対

す
る
補
助
を
創
設
す
る
。

　
さ
ら
に
、
令
和
７
年
３
月
中
に
、
観
光
庁

よ
り
、
国
際
会
議
や
学
会
な
ど
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

振
興
に
適
す
る
自
治
体
と
し
て
、
国
際
会
議

観
光
都
市
の
認
定
を
県
内
で
初
め
て
受
け
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
認
定
後
は
、
日
本
政
府
観
光
局
か
ら
、
国

際
会
議
の
誘
致
に
関
す
る
情
報
提
供
や
活
動

支
援
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
世
界
に
向
け
て
紹

介
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
都

市
と
し
て
の
知
名
度
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
駅
前
交
流
集
客
拠
点
施
設
の
開
業
を
見
据

え
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
積
極
的
に

誘
致
活
動
を
進
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

も
も
り
ん
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
の

現
在
の
申
請
状
況
、
今
後
の
展
開

◯�

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
新
し

い
農
産
物
開
発
に
向
け
た
支
援
策
、

成
果

◯�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
に
向
け
再
エ
ネ

の
活
用
と
省
エ
ネ
施
策
な
ど
の
取
り

組
み
強
化
の
現
状
と
対
策

◯�

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
伴
う
業
務

量
軽
減
の
具
体
策
、
課
題

真
結
の
会

人
口
減
少
対
策

鈴す
ず
き木 

正ま
さ
み実

Ｑ　

部
局
横
断
型
の
対
策
本
部
を
設
け
、
民

間
事
業
者
と
連
携
、
課
題
を
共
有
し
効
果
的

な
施
策
を
探
る
べ
き
だ
が
、
現
時
点
で
の
対

策
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
人
口
減
少
対
策
が
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
観

点
に
立
ち
、
総
合
戦
略
を
総
合
計
画
に
統
合

し
、
一
体
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
日
常
的
に
人
口
減
少
に
対
す
る
持
続
可
能

性
を
意
識
し
、
人
口
動
態
な
ど
の
デ
ー
タ
や

各
部
局
の
施
策
を
共
有
し
、
部
局
間
相
互
の

連
携
を
図
り
、
横
断
的
に
施
策
を
進
め
て
い

る
。
対
策
本
部
は
設
け
ず
、
さ
ら
な
る
連
携

推
進
を
図
る
。

　
一
方
、
民
間
と
十
分
に
連
携
し
て
取
り
組

む
た
め
、
情
報
と
危
機
感
を
共
有
し
、
よ
り

連
携
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
新
た
な

体
制
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

　
具
体
的
な
施
策
は
、
女
性
や
外
国
人
な
ど

が
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進
め
、

積
極
採
用
を
図
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
雇
用
の

推
進
、
結
婚
や
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
の
機
運

醸
成
や
支
援
、
賃
上
げ
や
創
業
、
新
事
業
展

開
な
ど
に
よ
る
企
業
と
し
て
の
魅
力
向
上
が

想
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
子
育
て
エ
ー
ル
運
動
や
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
企
業
制
度
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域

全
体
と
し
て
の
子
育
て
支
援
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど

も
念
頭
に
取
り
組
む
。

　
人
口
減
少
は
、
地
域
に
と
っ
て
最
大
の
危

機
で
あ
り
、
危
機
感
を
庁
内
、
官
民
で
共
有

し
て
、
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

福
島
駅
東
口
再
開
発
へ
の
公
費
投
入

◯�

福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
取

得
費
の
有
利
な
起
債
に
よ
る
財
源
確

保
の
見
通
し
、
市
債
の
額
と
償
還
期

間
、
年
間
償
還
額
の
試
算

◯�
東
西
自
由
通
路
を
含
め
た
駅
ビ
ル
、

駅
頭
の
整
備
に
つ
い
て
県
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
の
協
議

◯�（
仮
称
）福
島
北
風
力
発
電
事
業
の
国

有
林
開
発
に
同
意
し
な
い
と
し
た
市

の
今
後
の
取
り
組
み
、
事
業
者
へ
の

対
応

市

民

２１
地
域
社
会
へ
の
政
策

高た
か
ぎ木 

克か
つ
ひ
さ尚

Ｑ　

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
市
民
理
解
へ
の

見
解
と
第
７
次
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

自
治
会
の
あ
り
方
を
福
島
市
一
丁
目
一
番
地

の
政
策
と
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
自
治
会
、
町
内
会
も
含
め
、
多
様
な
主

体
が
地
域
課
題
を
把
握
、
共
有
し
な
が
ら
、

地
域
の
新
た
な
魅
力
や
価
値
を
と
も
に
作
り

上
げ
て
い
く
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
そ
の
考
え
方
の
理
解
・
定
着
を
図
っ
て

き
た
。

　
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市
民
の
理
解

と
地
域
活
動
へ
の
参
画
が
不
可
欠
で
あ
る
一

方
、
担
い
手
の
減
少
や
そ
れ
に
伴
う
固
定
化
、

高
齢
化
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

維
持
が
困
難
な
状
況
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
市
で
は
、
電
子
町
内
会
の
普
及
を
図
り
、

役
員
の
負
担
軽
減
や
若
者
の
町
内
会
参
加
を

促
し
、
若
い
世
代
や
女
性
の
自
治
振
興
協
議

会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
働
き
か
け
る
な
ど
、

担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

　
ご
み
の
開
封
調
査
や
ラ
ジ
コ
ン
式
草
刈
り

機
の
導
入
な
ど
、
今
後
も
町
内
会
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
第
７
次
総
合
計
画
で
も
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重
視
し
、

そ
の
役
割
が
十
分
に
機
能
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

日
本
共
産
党

も
も
り
ん
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

Ｑ　

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
へ
の
移
動
手
段

の
確
保
の
た
め
に
、
４
月
か
ら
実
施
予
定
の

新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
上
限
設
定
の
見

直
し
な
ど
早
急
に
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
新
制
度
の
主
た
る
ね
ら
い
は
、
タ
ク

シ
ー
利
用
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
外
出
支
援

の
制
度
と
し
て
市
内
全
域
の
高
齢
者
に
利
用

し
や
す
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
利
用
上

限
や
併
用
の
仕
組
み
を
設
け
て
、
高
齢
者
に

も
一
定
の
負
担
を
お
願
い
し
な
が
ら
公
共
交

通
の
相
互
利
用
を
促
進
し
、
持
続
可
能
な
制

度
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
３
月
３
日
現
在
、

申
請
者
は
、
３
万
３
千
人
で
対
象
者
の
６９
％

と
こ
れ
ま
で
の
制
度
利
用
者
の
２
倍
以
上
の

方
に
申
請
い
た
だ
い
て
お
り
、
新
制
度
に
よ

る
利
用
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　
４
月
の
制
度
開
始
以
降
も
丁
寧
な
周
知
、

広
報
に
努
め
、
未
申
請
者
の
方
へ
の
呼
び
か

け
を
継
続
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
利
用
拡
大
を

促
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め

に
は
、
新
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
効

果
の
み
な
ら
ず
、
小
さ
な
交
通
の
導
入
、
交

通
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
、
複
合
的
な
施
策

の
推
進
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
施
策
を
着
実
に
進
め
る
。

真

政

会
観
光
対
策

大お
お

平ひ
ら 

洋ひ
ろ
と人

 

代
表
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容　

掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継　
　

各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
署
名
批
准
を

政
府
に
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◯�

防
災
庁
地
方
分
局
の
本
市
へ
の
誘
致

◯�

鳥
獣
保
護
管
理
法
改
正
に
よ
る
銃
猟

決
断
の
覚
悟
と
対
策

◯�

令
和
の
米
騒
動
の
現
状
と
学
校
給
食

や
子
ど
も
食
堂
の
実
情
と
対
応
及
び

学
校
給
食
の
県
産
米
１
０
０
％
使
用
の

維
持
と
備
蓄
米
提
供
及
び
予
算
編
成

へ
の
影
響
と
家
計
を
支
援
す
る
施
策

公

明

党
支
所
機
能
の

方
向
性

後ご
と
う藤 

善ぜ
ん
じ次

Ｑ　

人
口
減
少
の
中
で
の
今
後
の
支
所
機
能

の
方
向
性
は
。

Ａ　
市
で
は
、
支
所
を
地
域
の
特
性
を
生
か

し
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
創
造

し
て
い
く
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

支
所
は
、
地
域
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
地

域
の
担
い
手
不
足
は
顕
著
で
あ
り
、
人
口
減

少
の
ほ
か
、
地
域
活
動
の
負
担
感
な
ど
が
そ

の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
現
在
、
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
担
当
を
配
置

し
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
で
活
動

す
る
様
々
な
立
場
の
人
々
が
、
集
い
、
話
し

合
い
を
重
ね
る
場
を
設
け
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
役
割
を
維
持
し
、
各

支
所
を
拠
点
に
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域

づ
く
り
を
共
に
進
め
て
い
く
。

　
併
せ
て
、
人
的
負
担
の
軽
減
や
安
全
安
心

な
生
活
環
境
の
維
持
の
観
点
か
ら
、
支
所
な

ど
で
保
有
す
る
除
雪
機
や
ラ
ジ
コ
ン
式
草
刈

り
機
な
ど
を
貸
し
出
す
な
ど
の
取
り
組
み
と

と
も
に
、
電
子
町
内
会
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ

る
情
報
伝
達
の
効
率
化
な
ど
を
進
め
る
。

　
こ
れ
ら
町
内
会
機
能
を
維
持
し
て
い
く
た

め
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
、

住
民
と
一
体
と
な
っ
て
、
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

ふ
る
さ
と
納
税
の
希
望
す
る
寄
付
金

の
使
い
道
と
実
施
状
況

◯�

子
ど
も
の
た
め
に
教
員
が
使
え
る
時

間
の
確
保
、
教
員
の
持
つ
力
を
発
揮

で
き
る
環
境
整
備

◯�

子
ど
も
の
貧
困

◯�

介
護
２
０
２
５
年
問
題

日
本
共
産
党

も
も
り
ん
シ
ル
バ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト

山や
ま
だ田　

裕ゆ
た
か

Ｑ　

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
へ
の
移
動
手
段

の
確
保
の
た
め
に
、
４
月
か
ら
実
施
予
定
の

新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
上
限
設
定
の
見

直
し
な
ど
早
急
に
再
検
討
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
新
制
度
の
主
た
る
ね
ら
い
は
、
タ
ク

シ
ー
利
用
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
外
出
支
援

の
制
度
と
し
て
市
内
全
域
の
高
齢
者
に
利
用

し
や
す
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
利
用
上

限
や
併
用
の
仕
組
み
を
設
け
て
、
高
齢
者
に

も
一
定
の
負
担
を
お
願
い
し
な
が
ら
公
共
交

通
の
相
互
利
用
を
促
進
し
、
持
続
可
能
な
制

度
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
３
月
３
日
現
在
、

申
請
者
は
、
３
万
３
千
人
で
対
象
者
の
６９
％

と
こ
れ
ま
で
の
制
度
利
用
者
の
２
倍
以
上
の

方
に
申
請
い
た
だ
い
て
お
り
、
新
制
度
に
よ

る
利
用
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

　
４
月
の
制
度
開
始
以
降
も
丁
寧
な
周
知
、

広
報
に
努
め
、
未
申
請
者
の
方
へ
の
呼
び
か

け
を
継
続
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
利
用
拡
大
を

促
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保
の
た
め

に
は
、
新
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
効

果
の
み
な
ら
ず
、
小
さ
な
交
通
の
導
入
、
交

通
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
、
複
合
的
な
施
策

の
推
進
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
れ
ら
施
策
を
着
実
に
進
め
る
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

◯�

飯
坂
温
泉
公
衆
浴
場
営
業
時
間
の
復

元
◯�

ご
み
減
量
と
分
別
ル
ー
ル
徹
底
の
た

め
の
プ
ッ
シ
ュ
型
で
の
周
知

◯�

福
島
駅
東
口
指
定
喫
煙
所
の
コ
ン
テ

ナ
型
化
と
設
置
場
所
の
変
更
の
理
由

と
構
造

◯�

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助
成

各議員の氏名の下にある二次元コードか
ら市議会HPの録画映像をご覧いただけ
ます。（公開期間は５月末日まで）

　　録画中継はこちらから→
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羽は
ね
だ田　

房ふ
さ
お男

　�

Ｑ　
（
仮
称
）戦
後
８０
年

ふ
く
し
ま
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
５
の
事
業
内
容
と
広
報

は
。

Ａ　
今
年
の
人
権
と
平
和
展
は
、
戦
後
８０
年
の
特
別
展
と
し

て
位
置
付
け
、
原
爆
被
害
の
実
相
を
よ
り
実
感
で
き
る
内
容

を
検
討
し
て
い
る
。
核
兵
器
と
戦
争
に
関
す
る
１６
の
問
い
展

と
題
し
た
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
被
爆
の
実
相
の
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
映
像
が
組
み
込
ま
れ
た
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
で
の

疑
似
体
験
、
被
爆
体
験
伝
承
者
に
よ
る
平
和
講
演
会
、
渡
利

に
落
と
さ
れ
た
模
擬
原
爆
や
戦
争
体
験
談
を
紹
介
す
る
機
会

を
設
け
た
い
。
広
報
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
ほ
か
、
学
校
を
通
じ
た
お
知
ら
せ
、
広
島
へ
の
中
学
生
派

遣
事
業
の
報
告
会
な
ど
で
行
い
、
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ

け
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

川か
わ
ま
た又　

康や
す
ひ
こ彦

　�

Ｑ　

飯
坂
温
泉
波
来
湯
、

鯖
湖
湯
、
十
綱
湯
の
入
り
込
み
客
数
の

値
上
げ
前
後
の
変
化
、
回
数
券
と
通
常

入
浴
券
の
割
合
は
。

Ａ　
値
上
げ
前
後
の
入
り
込
み
客
数
の
変
化
は
、
波
来
湯
が

昨
年
２
月
９
，２
１
４
人
に
対
し
、
本
年
２
月
は
７
，０
２
３
人

で
２
３
．８
％
の
減
、
鯖
湖
湯
が
６
，１
７
１
人
に
対
し
、
５
，

２
７
１
人
で
１
４
．６
％
の
減
、
十
綱
湯
が
２
，６
３
５
人
に
対

し
１
，４
８
０
人
で
４
３
．８
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
回
数
券

と
通
常
入
浴
券
の
購
入
割
合
は
、
波
来
湯
は
回
数
券
が
３
７
．

５
％
で
、
通
常
入
浴
券
が
６
２
．５
％
、
鯖
湖
湯
は
回
数
券
が

５
５
．１
％
で
、
通
常
入
浴
券
が
４
４
．９
％
、
十
綱
湯
は
回
数

券
が
８
９
．７
％
で
、通
常
入
浴
券
が
１
０
．３
％
と
な
っ
て
い
る
。

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

　�

Ｑ　

松
川
町
水
原
笹
平
に

建
設
計
画
の
あ
る
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
に
つ
い
て
、
住
民
の
今
の
環
境

を
次
世
代
に
残
し
た
い
と
い
う
社
会

的
妥
当
性
へ
の
見
解
は
。

Ａ　
地
域
住
民
の
安
全
安
心
を
守
り
、
豊
か
な
自
然
を
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
確
保
で

き
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
の
努
力
を
払
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
一
方
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
地
域
経

済
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
市
は
、
広

域
処
理
を
前
提
と
し
た
産
業
廃
棄
物
処
理
の
許
可
権
者
と
し

て
、
適
正
な
法
の
執
行
が
求
め
ら
れ
る
立
場
に
あ
る
。
審
査

に
あ
た
っ
て
は
、
適
法
な
対
応
を
行
う
中
で
も
、
地
域
住
民

の
安
全
安
心
や
豊
か
な
自
然
と
環
境
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、

適
切
に
判
断
し
て
い
く
。佐さ

は
ら原　

真ま

き紀

　�
Ｑ　

先
達
山
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
に

つ
い
て
、
今
後
、
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
施
設
の
適
切
な
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
に
合
っ
て
い
な

け
れ
ば
中
止
と
判
断
で
き
る
の
か
。

Ａ　
現
在
施
工
中
の
発
電
施
設
は
、
本
条
例
に
基
づ
き
、
市

か
ら
事
業
者
に
対
し
工
事
の
中
止
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
既
存
施
設
に
対
す
る
義
務
規
定
の
適
用
や
市
の
権
限

を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
電
施
設
の
適
切
な
管
理
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

　�

Ｑ　
（
仮
称
）福
島
北
風
力

発
電
所
の
風
車
群
は
景
観
・
眺
望
と

し
て
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
市

の
見
解
は
。

Ａ　
市
長
同
意
が
国
有
林
野
の
貸
付
条
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

次
の
理
由
か
ら
総
合
的
な
判
断
の
も
と
貸
付
に
同
意
し
な
い

こ
と
と
し
た
。
一
つ
目
は
、
災
害
発
生
リ
ス
ク
や
景
観
の
破

壊
、
水
不
足
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
目
は
、

森
林
伐
採
を
伴
う
再
エ
ネ
開
発
に
拒
否
的
な
市
民
感
情
に
対

し
て
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
三
つ
目
は
、
当
該
事
業

へ
の
地
域
住
民
の
認
知
、
理
解
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
反
対
の

意
向
が
多
く
確
認
さ
れ
た
こ
と
、
四
つ
目
は
、
事
業
予
定
地

周
辺
で
の
絶
滅
危
惧
種
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
や
繁
殖
へ
の
リ
ス

ク
回
避
が
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

二に
か
い
ど
う

階
堂　

利り

え枝

　�

Ｑ　

福
島
の
誇
り
で
あ
る

山
並
み
の
回
復
に
向
け
市
と
し
て
舵

を
切
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
先
達
山
太
陽
光
発
電
施
設
は
、
県
の
林
地
開
発
許
可
に

よ
り
工
事
を
着
手
し
た
も
の
で
、
市
に
権
限
が
な
く
山
並
み

の
回
復
や
事
業
の
取
消
は
で
き
な
い
が
、
今
回
提
出
し
て
い

る
条
例
施
行
後
は
、
既
存
施
設
に
対
し
、
報
告
の
徴
収
、
立

入
検
査
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
指
導
お
よ
び
助
言
を
行
う
こ

と
や
指
導
に
従
わ
な
い
場
合
の
勧
告
、
措
置
命
令
な
ど
も
発

出
で
き
る
た
め
、
適
切
な
設
置
や
管
理
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
る
。
事
業
者
が
作
成
し
た
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
や
県

森
林
審
議
会
の
眺
望
予
測
の
説
明
は
、
現
況
と
比
べ
過
少
説

明
で
あ
り
、
必
要
な
措
置
を
早
急
に
か
つ
確
実
に
実
施
す
る

こ
と
、
あ
わ
せ
て
緑
化
工
事
の
先
行
実
施
を
要
請
し
て
い
る
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容　

掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継　
　

各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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菅す
が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

Ｑ　

介
護
認
定
の
主
治
医

意
見
書
提
出
期
間
を
短
縮
す
る
た
め

の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

Ａ　
市
医
師
会
を
通
じ
て
各
医
療
機
関
に
主
治
医
意
見
書
の

早
期
提
出
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
提
出
の
遅
れ
て
い
る

医
療
機
関
に
対
し
て
は
個
別
に
連
絡
し
、
早
期
の
提
出
を
促

し
て
い
る
。
ま
た
、
診
療
時
に
医
師
に
状
態
を
ス
ム
ー
ズ
に

伝
え
る
た
め
の
主
治
医
意
見
書
問
診
票
の
活
用
や
主
治
医
意

見
書
提
出
の
タ
イ
ム
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
、
メ
ー
ル
活
用
を

働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、
期
間
の
短
縮
に
努
め
て
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
、
要
介
護
認
定
の
迅
速
化
に
も
寄
与
す
る

介
護
、
医
療
情
報
基
盤
の
整
備
や
主
治
医
意
見
書
に
関
す
る

規
制
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
認
定
期
間
の
短
縮
を
図
る
。

三み
う
ら浦　

由ゆ

み

こ
美
子

Ｑ　

訪
問
介
護
事
業
の
介

護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
た
だ
ち
に
国

へ
求
め
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
今
回
の
報
酬
改
定
で
は
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
が
引

き
下
げ
ら
れ
る
一
方
、
処
遇
改
善
加
算
の
取
得
を
容
易
に
す
る

見
直
し
が
図
ら
れ
、
そ
の
加
算
率
は
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
よ
り

高
く
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に
訪
問
介
護
事
業
所
の

休
廃
業
が
増
加
し
、
市
内
事
業
所
か
ら
も
先
行
き
の
不
透
明

感
へ
の
不
安
の
声
が
出
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
今
般
の

訪
問
介
護
基
本
報
酬
の
引
き
下
げ
に
至
っ
た
制
度
設
計
と
現

場
の
状
況
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
訪
問
介
護
事
業
所
の
現
状
把
握
に
努
め
、
介
護

報
酬
額
は
国
の
責
任
に
お
い
て
、
地
方
の
現
状
を
調
査
し
適
切

に
検
討
す
る
よ
う
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

小お

の野　

京き
ょ
う
こ子

　�

Ｑ　

身
体
障
害
者
手
帳
の

あ
る
人
工
内
耳
装
用
者
の
電
池
や
充

電
器
な
ど
を
障
が
い
者
日
常
生
活
用

具
給
付
対
象
製
品
と
し
て
認
め
補
助

す
べ
き
で
は
。

Ａ　
当
事
者
の
方
々
よ
り
現
状
と
製
品
が
有
用
で
重
要
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
、
今
後
、
製
品
の
実
勢
価
格
調
査
や
関
係

者
の
意
見
聴
取
の
上
、
他
の
日
常
生
活
用
具
と
の
給
付
バ
ラ

ン
ス
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
を
行
う
。
併
せ
て
、
聴
覚

の
機
能
を
代
替
す
る
補
聴
器
は
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
補
装

具
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
国
、
県
の
負
担
金
に
よ
る
助
成

対
象
品
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
制
度
に
よ
る
人
工

内
耳
製
品
へ
の
新
規
助
成
を
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

佐さ

さ

き
々
木　

優ゆ
う

　�

Ｑ　

治
療
材
料
給
付
券
の
助

成
を
削
減
す
る
通
知
が
利
用
者
に
出
さ

れ
県
内
自
治
体
と
同
等
額
と
す
る
改
定

と
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

Ａ　
今
回
の
見
直
し
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
増

に
対
応
し
て
、
既
存
の
制
度
や
事
業
内
容
の
再
検
討
を
行
い
、

県
内
他
自
治
体
と
同
水
準
と
す
る
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
事
業
の
見
直
し
に
際
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
け
て
お

り
、
新
年
度
予
算
に
係
る
内
容
で
あ
り
な
が
ら
、
予
算
の
承

認
前
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
見
直
し
を
前
提
と
し
た
事
業
内

容
を
通
知
す
る
と
い
う
適
正
な
プ
ロ
セ
ス
に
則
ら
な
い
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
の
見
直
し
は
見
送
り
、
従
来
通
り
の

給
付
額
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

浦う
ら
の野　

洋よ
う
た
ろ
う

太
朗

Ｑ　

５
歳
児
健
診
の
実
施

に
む
け
た
現
在
の
検
討
状
況
は
。

Ａ　
５
歳
児
は
、
言
語
の
理
解
能
力
や

社
会
性
が
高
ま
り
、
発
達
障
害
が
発
見
し
や
す
く
な
る
時
期

で
あ
る
と
と
も
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
よ
る
対
応
の
有

無
が
、
そ
の
後
の
成
長
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
す
時
期
で
あ
る
。

健
診
の
目
的
は
、
就
学
の
一
年
前
に
発
達
障
害
や
知
的
障
害

な
ど
、
個
々
の
発
達
特
性
を
把
握
し
、
安
心
し
て
就
学
で
き

る
よ
う
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
先
進
事
例

の
調
査
や
実
施
体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
令
和
８
年
度

か
ら
の
実
施
に
向
け
、
医
師
会
、
療
育
機
関
、
教
育
委
員
会

な
ど
関
係
団
体
を
交
え
た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
具
体

的
準
備
を
行
っ
て
い
く
。七な

な
し
ま島　

奈な

お緒

　�

Ｑ　

市
所
有
施
設
へ
屋
内

児
童
遊
戯
施
設
を
設
置
し
て
は
。

Ａ　
中
心
市
街
地
に
屋
内
児
童
遊
戯
施
設
が
求
め
ら
れ
る
背

景
に
は
、
近
年
の
夏
の
猛
暑
な
ど
に
よ
り
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
快
適
に
遊
べ
る
屋
内
施
設
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

こ
む
こ
む
館
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。
こ
む
こ
む
館
は
開
館
か
ら
２０
年
が
経
過
し
、

新
鮮
味
が
薄
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
駐
車
場
が
な
い
こ
と
か

ら
今
般
こ
ど
も
の
城
と
し
て
、
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手

す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
に
親
子
ふ
れ

あ
い
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
居
場
所
や
遊

び
を
求
め
る
子
育
て
世
代
の
声
に
応
え
、
今
後
、
学
校
施
設

を
活
用
し
た
子
ど
も
ベ
ー
ス
構
想
に
取
り
組
む
。
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令和７年春季　議会報告会・意見交換会を開催します

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

Ｑ　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ル
ー

テ
ィ
ン
グ
の
乗
合
バ
ス
導
入
へ
の
見

解
は
。

Ａ　
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
利
用
者
の
乗
降
希
望
場

所
と
時
間
に
応
じ
て
最
適
な
ル
ー
ト
を
設
定
す
る
こ
と
か
ら
、

定
時
定
路
線
型
で
は
応
じ
ら
れ
な
い
移
動
需
要
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
り
、
運
行
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、

需
要
が
少
な
い
地
域
は
乗
り
合
う
こ
と
が
少
な
く
、
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
今
後
、
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
総
合
的
に
検
討
す
る
中
で
、
地
域
ご
と
の
移
動

需
要
と
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
検

討
す
る
。

石い
し
は
ら原　

洋よ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎

　�

Ｑ　

不
登
校
児
童
生
徒
を

生
ま
な
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
適
度

な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
重
要
だ
が
、
活
動
が

衰
退
方
向
に
あ
る
現
状
へ
の
見
解
は
。

Ａ　
学
校
と
保
護
者
が
信
頼
関
係
を
築
き
、
相
互
に
連
携
を

図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
寄

与
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。
近
年
、
児

童
生
徒
数
の
減
少
や
核
家
族
化
、
共
働
き
家
庭
や
ひ
と
り
親

世
帯
の
増
加
な
ど
、
社
会
情
勢
や
家
庭
環
境
の
著
し
い
変
化

に
伴
い
、
保
護
者
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
対
す
る
意
識
も
多
様
化

し
て
き
て
い
る
。
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
踏
ま
え
、

持
続
可
能
な
活
動
の
あ
り
方
を
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
き
な

が
ら
主
体
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

～議案等の審議結果～
２月４日緊急会議

〔市長提出議案〕
区分 件　　　　　　　　　　名 結果
６年度
補正予算

一般会計（第８号） 〇
下水道事業会計 〇

その他 専決処分承認 〇

市議会だよりがリニューアル
　市民の皆様により分かりやすく、関心を持っていただけるよう、
紙面のリニューアルを行いました。
ここをリニューアル！
　① 表と裏表紙はこれまでどおりカラー刷り、その他のページが

２色刷りになりました。
　②文字のポイントサイズが大きくなりました。
　③レイアウト掲載箇所を工夫しました。
　④ 一般質問はポイントをしぼって要約し掲載しています。
　⑤電子採決システムによる採決結果を掲載しています。
今後も分かりやすい紙面づくりに努めてまいります。

会議録について
３月定例会議の本会議の会議録は５月
下旬に、委員会の会議録は８月下旬に
ご覧いただけます。
会議録はこちらから

●事前申し込みは不要ですので、ご都合のよい会場へお気軽にお越しください。
●議会報告会　令和６年12月から令和７年３月までに開催された議会の内容をお知らせいたします。
●意見交換会　テーマは設けず市政全般に対するご意見をお聞きします。

前回第224号　３ページの記載に一部誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。
　誤：「長崎の鐘」の作詞は、長崎市の永井隆博士だが…
　正：「長崎の鐘」の作詞は、長崎市の永井隆博士の著書が基になっているが…

開催日 開催時間 会　　場
５月８日㈭ 午後２時～３時15分 北信支所　２階大会議室
５月８日㈭ 午後６時～７時15分 吾妻学習センター　２階研修室
５月９日㈮ 午後２時～３時15分 飯野学習センター　３階ホール
５月10日㈯ 午後２時～３時15分 もちずり学習センター　２階ホール

各議案の概要や資料は
こちらからご覧ください。
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電子採決システムによる採決結果 （〇：賛成、×：反対）
会派名 真政会 真結の会 市民21 公明党 日本共産党 無所属

区分
議員名

件名

採
決
結
果

浦
野
洋
太
朗

佐
藤　
　
勢

七
島　
奈
緒

石
山　
波
恵

白
川　
敏
明

大
平　
洋
人

小
松　
良
行

半
沢　
正
典

黒
沢　
　
仁

渡
辺　
敏
彦

菅
原
美
智
子

根
本　
雅
昭

斎
藤　
正
臣

川
又　
康
彦

鈴
木　
正
実

二
階
堂
武
文

尾
形　
　
武

真
田　
広
志

宍
戸　
一
照

遠
藤　
幸
一

佐
原　
真
紀

沢
井　
和
宏

石
原
洋
三
郎

羽
田　
房
男

高
木　
克
尚

高
木　
直
人

丹
治　
　
誠

後
藤　
善
次

小
野　
京
子

山
田　
　
裕

佐
々
木　
優

村
山　
国
子

三
浦
由
美
子

二
階
堂
利
枝

萩
原　
太
郎

市長
提出

７年度予算
一般会計 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇〇

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

６年度補正予算
一般会計（第９号）〇 〇 〇 〇 〇 × 〇〇

陳情

被災家屋等の解体、
撤去及び処分に関
する申請に対する
ことについて

× × × × × × ××

「最低賃金法の改正
と中小企業支援の拡
充を求める意見書」
提出方について

× × × × × 〇 〇×

森林法第10条第２
項の２の文言を改め
ることを求める意見
書提出方について

× × × × × × 〇〇

先達山太陽光発電
所建設にかかる土砂
災害と、有害物質に
よる河川・田畑の汚
染を未然に防止し、
住民の安全に万全を
期すことを求めるこ
とについて

× × × × × × 〇〇

・採決結果の〇は、提出された議案等に対して賛成多数で可決・採択されたことを示しています。
・採決結果の×は、提出された議案等に対して賛成少数もしくは賛成者なしで否決・不採択されたことを示しています。

全会一致で可決されたもの
区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出

７年度予算　水道事業会計／下水道事業会計／農業集落排水事業会計／各特別会計
６年度補正予算　一般会計（第10号）／水道事業会計／農業集落排水事業会計／国民健康保険事業費特別会
計／介護保険事業費特別会計／後期高齢者医療事業費特別会計／工業団地整備事業費特別会計
条例制定　松陵義務教育学校の設置に伴う関係条例の整備に関する条例／再生可能エネルギー発電施
設の適切な設置及び管理に関する条例／乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例／栄養士法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例
条例改正　職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例／職員の給与に
関する条例等／職員の退職手当に関する条例／語学指導等を行う外国青年の報酬、勤務時間その他の
勤務条件に関する条例／地区集会所条例／市税条例／手数料条例／公設地方卸売市場条例／環境審議
会条例／家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例／幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、
設備及び運営に関する基準を定める条例／保健所条例／移動等円滑化のために必要な特定公園施設の
設置に関する基準を定める条例
条例廃止　産業振興基金条例／青少年問題協議会条例
人事　監査委員選任／人権擁護委員候補者推薦
事業契約一部変更　新学校給食センター整備運営事業
工事請負契約の一部変更　重要文化財旧広瀬座再整備工事（建築本体工事）
その他　訴えの提起／市道路線の認定／包括外部監査契約／財産取得

委員会、
議員提出

条例改正　議会の個人情報の保護に関する条例／議会委員会条例
規則改正　議会会議規則
意見書　福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書

請願 ( 仮称 ) 福島北風力発電事業の建設計画の中止に関することについて／福島県最低賃金の引き上げと
早期発効を求める意見書提出方について

陳情 障がい者福祉に関することについて 継続審査

３月定例会議
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◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960－8601　福島市五老内町３番１号
　電話 024-525-3776　FAX 024-534-2520
　福島市議会 広報委員会あて

◆市議会ホームページをご覧ください。
　https://www.city.fukushima.
　fukushima.jp/gi-soumu/
　shise/shigikai/

　発行：福島市議会
　編集：広報委員会

◆本会議、委員会ともどなたでも傍聴いただけます。
　委員会の傍聴など詳しくはホームページをご覧ください。
◆６月定例会議で審議する請願・陳情の締め切りは、
　６月３日㈫午前11時です。

６月定例会議開催予定（６月２日～18日）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
本会議

（開会）
8 9 10 11 12 13 14

本会議（一般質問） 常任委員会
15 16 17 18 19 20 21

常任委員会 本会議
（採決等）

３月26日、総務常任委員会で行った所管
事務調査の結果を取りまとめた政策提言書を
市長に提出いたしました。

議長から市長へ提言書を提出したのち、委
員長から提言内容について説明を行い、市長
から課題に対する認識や今後の取り組み方針
などを確認しました。

福島市議会では、これまでも調査に基づく
政策提言を実施
してきており、
今後も積極的に
政策提言を行っ
てまいります。

　３月３日の本会議でこれまでの調査結果に
基づく委員長報告を行い、全会一致で承認さ
れ、当特別委員会の活動は終了しました。

【主な報告内容】
〇新議事堂の構造等について
・ これまでの提言内容が適切に反映されてい

ることを確認した。
〇議会図書室について
・ 議員の調査研究に資するよう機能強化に引

き続き意を用いるべき。
〇市民センターについて
・ より多くの市民が

利用し、満足度を
高め、多様性・柔
軟性に富んだ活動
の拠点となること
を望む。

議会図書室のオープンにあたりセレモニー
が開催され、関係者によるテープカットが行
われました。議会図書室は、議員の調査研究
に資することを目的として、地方自治法の規
定に基づき議会に設置することとされており
ます。議会運営
等に支障のない
範囲で、市民の
皆さんも室内で
の閲覧の形で
ご利用いただけ
ます。

生成AIが与える行政運営への影
響に関する調査

詳細はこちらからご覧ください▶詳細はこちらからご覧ください▶

市の重要課題の解決に向けて
～市長へ政策提言～

複合市民施設に関する調査特別委員会

４月１日に議会図書室がオープン

トピックス 1

トピックス 3

トピックス 2

総務常任
委員会

Ｑ 傍聴するきっかけは？
Ａ 小学生の頃からゴミ問
題に興味がありました。
　ごみ問題を解決する視
点の１つとして、行政がど
のように政策を立案し、市
民に伝えていくのか、その
過程を知りたいと思い、ホームページで会議
日程を調べて、今回はじめて傍聴に来ました。
Ｑ議場、傍聴席の雰囲気は？
Ａ 議場、傍聴席は明るく前向きな議論ができ
ると思いました。

３月定例会議の傍聴者に
インタビューを行いました

菊田 彩花さん（高校生）


